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要 旨

われわれは,平成元年に発足した中越病院歯科協議会の会員を対象に,これからの病院歯科の方

向性を兄いだすべくアンケート調査を行った｡17名の会員に対して以下の質問を行った｡1)病院

の内容,規模について｡2)歯科の施設,患者について｡3)歯科医師個人について｡4)歯科診

療について｡5)病院歯科の存在意義と中越病院歯科協議会への要望について｡

回収された88%の回答について検討した結果,1)病院歯科は比較的大規模な病院に設置されて

おり,2)デンタルスタッフは施設あたり平均4.6名で,有病者である患者が多かった｡3)保存

料出身で30歳台の歯科医師が多く,4)歯科医師一人当りの月平均医療収入は,20-40万点未満が

全体の77.0%であった,などの結果が得られた｡

緒 Ei

近年,有病者人口の増加により,全身を対象

とした包括的歯科医療が要求され,二次医療機

関としての病院歯科の果たす使命は大きくなり

つつある｡しかし,昨今の医療界をとりまく環

境は厳 しいものがあり,かつ,病院内における

歯科のおかれている現況は必ずしも恵まれたも

のとは言い難い｡そこで,われわれは平成元年,

新潟県中越地区における病院歯科の発展を期

し,中越病院歯科協議会を発足させた｡今回,

当協議会会員を対象として, これからの病院歯
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科の進むべき方向性を兄いだすべ く病院歯科の

実態調査を行ったのでその概要を報告する｡

調査対象及び方法

調査対象は中越病院歯科協議会加入の14病

醍,17名歯科医師とした｡実施方法はアンケー

ト形式による無記名,郵送回答とし,調査期間

は平成 4年10月 1日から11月30日とした｡

アンケート内容

アンケー トの内容は以下に示す 5項 目で,計

32設問とした｡

1994年4月22日受理
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1. 病院の内容,規模について (7設問)

2.歯科の施設,患者について (9設問)

3. 歯科医師個人について (11設問)

4. 歯科診療について (3設問)

5.病院歯科の存在意義と当協議会への要望

(2設問)

回 収 結 果

有効回収数は13病院(回収率93%),15名歯科

医師 (回収率88%)であった｡

集計結果および考察

1. 病院の内容,規模について

(1) 診療科数,病床数 (図1)

標傍診療科は3科～23科にわたり,平均12.8

科であった｡約7割が15科未満であり,15科以

上の病院では麻酔科,脳外科が,また,20科以

○診柔科目数

10%.) 10-15未賞 lトZiI 20-

15科以上 :麻酔科･広外科

20科以上 '.的苛外科

○病斥数

～200 201-loo 一01-もoo SDI

01日平均外来患者数

･一一00毛 401-808毛 田1-72恥も 1231毛-

01日平均入院患者数

-1CFち∩.7) ー0一一-200名 Zn一m_ 30一一一400名 40一名一一

( )%

図1

上では胸部心臓外科が設置されていた｡病床数

では最小54床,最大668床,平均339.2床であり,

201床～600床を有する病院が約8割を占めた｡

杵測 ら1)が1988年に115施設を調査 した際には

平均503.3床であり,また,1990年に宮田ら2)が

398施設から回答を得た調査では平均383床で

あった｡いずれにせよ,比較的大規模な病院に

歯科が設置されている傾向にあった｡

(2) 1日平均患者数 (図1)

1日平均外来患者数は半数近 くの病院が401

名～800名で,平均811.2±452.6名であった｡

1日平均入院患者数は100名台と300名台がそ

れぞれ30.8%を占め,平均295.9±160.3名で

あった｡

(3) 医師 (歯科医師)数 (図2)

医師 (歯科医師)数は4名から73名にわたり,

平均29.2名であった｡歯科医師が2名以上の病

院は2施設で,歯科医師のみの平均は1.2名で

あった｡

○医師(歯科医師)致

一一一0名 日-3()ち 31-5CS∩.7,1 5一名～

○救急指定病院告示

○共有設備(画像診断装置)

100%

( )%

図2
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(4) 救急指定告示および病院内共有設備 (図

2)

救急指定病院告示は8施設 (61.5%)が受け

ており,杵測ら1)の調査の60.9%とほぼ同じレ

ベルであった｡

共有設備の1つである画像診断装置はCTお

よびエコーが100%の保有率であり,シンチグラ

フィーが 8施設 (61.5%),MRIが 4施設

(30.8%)であった｡

2. 歯科の施設,患者について

(1) 院内標傍科,歯科研究室,ユニット台数

(図3)

院内標傍科名は ｢歯科｣が.8施設 (61.5%),

｢歯科口腔外科｣が5施設 (38.5%)であった｡

賛田ら2)は ｢歯科｣が74.0%,｢歯科口腔外科｣

が25.3%と報告しており,われわれの結果と近

似であったが,杵測ら1)は ｢歯科口腔外科｣が

52.8%,｢歯科｣が28.8%で,病院では歯科口腔

外科の標傍が最も一般的であるとしている｡杵

測らの調査対象は日本病院歯科口腔外科協議会

の会員を有する施設であり,かつ,当協議会は

社団法人日本口腔外科学会の指定研修機関がそ

の設立母体となっているためと考えられた｡

○院内標椙科名

歯 科 宮村E3蛭et=持

○歯科研究室

侶王 2-3人gよ 4人富里､■-■
(ー3.3) く73.3) (ー3.3)

○歯科医師 1人当りユニット台数

()%

図3

歯科医師の研究室は2-3人部屋が73.3%

で,ほとんどが他科の医師と共有部屋であった｡

歯科医師一人当りの外来診療ユニット台数は

平均3.1台であった｡

(2) 診療スタッフ (図4)

歯科医師は11施設 (84.6%)が一人医長であ

り,非常勤歯科医師は週に1日派遣されるケー

スが最も多かった｡

デンタルスタッフの内訳は図4に示すごとく

で,常勤歯科医師1.2±0.4名,非常勤歯科医師

0.3±0.2名,歯科衛生士1.8±1.0名,歯科助手

0.5±0.7名,看護婦0.4±0.5名,技工士0.1±0.3

名,事務員0.3±0.5名であった｡歯科衛生士は

すべての施設において雇用されており,また,

すべてのスタッフを合計すると4.6名であった｡

杵測ら1)の10.0名,賓田ら2)の9.0名に比較する

と約半分であるが,歯科医師一人当りのスタッ

フ数は2.8名であり杵測らの2.7名とほぼ同じで

あった｡しかし,賓田らは4.3名とやや多い結果であった｡

スタッフの勤務能力に対しては8割の歯科医

師が満足していた｡

(3) 外来患者及び入院取 り扱い (図5)

歯科医師一人当 りの1日平均外来患者数は

診療スタッフ < 職種と平均人数 >

節

○ 診 療 ス タ ッ フの 勤 務 能 力 ･態 度

I) 足 はば.X足 不 満

(20.0) (60.0) (20.0)

く)%

図4
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26-30名が38.5%と最も多く,賓田ら2)の約20

名という結果よりやや多かった｡月平均の新患

者数は賓田ら2)の99.0名に対し,53.1名と少数

であった｡しかし,歯科医師一人当りに換算す

ると賓田ら2)の58.2名に対し,44.3名と差が小

さくなった｡

外来患者構成をみると,治療対象の30%以上

を入院患者で占めている施設が23%にみられ

た｡

外来患者の特色としては外来患者構成からも

推察されるように有病者が多いと回答した施設

○首科医師 1人当り1日平均外来患者数

tもI 21～25 26.-30ろ 3一一一三5毛 36一一fO名

20ちt7.Tlち∩.7; (38.5) く23.り (23.1)

○月平均宗患者

ート 20{ 2一.-▲C毛 日.-68も 6t～ et～ 一一t～

○外来患者甥成

-tlft克之響く70%El上) 入技量雷く30%tl上〉(23.1)

○外来患者の特色(複数回答)

○首科入院取扱 い(手間)

-20毛 21～ 51～ 8tち 簾

()%

図5

が過半数を占めた｡病院歯科の使命として当然

の結果と考えられた｡

年平均の入院件数は30.0±35.9件で,全体の

61.5%の施設で歯科入院を取り扱っていた｡杵

測ら1)の68.8件,菅田ら2)の約40件に比較する

と,やはり少ない傾向であった｡件数もさるこ

とながら,入院を取り扱う施設が約6割である

ことから鑑みるに,二次医療機関としての病院

歯科の使命を十分に果たしているとは言い難

い｡

3.歯科医師個人について

(1) 年齢,出身科及び年収 (図6)

歯科医師の年齢は30歳台が過半数を占め,吹

いで40歳台であり,20歳台は1名であった｡大

学出身科は保存料40.0%,口腔外科26.7%,捕

綴科20.0%であった｡杵滑ら1)の報告に比較し,

｢口腔外科｣の割合が少ない点に関しては,各

病院歯科が,新潟大学歯学部創設以来,歯学部

各科の関連病院として位置づけられているため

○歯科医師の年齢

一三 30.-3一象 35一一39象 40-朋Jt tH;I

○大学出身科

保等斡 輔浅科 D丘外科 号の雀

○年収(税込み) 単位 :100万円

8-一〇章 夫(13.3) 10-ー2未満 ー2-ー一幕‡(13.3) 14-ー6未.A F.匡

○診療内容に対する報酬の満足度

･J A tZは素足 不莱u.ー!

()%

図6
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と考えられた｡

税込み年収は1000-1200万円が40.0%と最も

多く,次いで1400-1600万円が26.7%を占め,

また,その年収に対し,90%以上の歯科医師が

妥当としていた｡

(2) 学会出張および歯科医師会 (図7)

学会出張に関しては出張費の支給はすべての

施設において認められ,その額は年間10-15万

円を限度とする施設が53.3%で,次いで20万円

を限度とする施設が26.7%であった｡

地域歯科医師会には個人,病院いずれかで

86.7%が入会していた｡

(3) 医師,歯科医師との交流 (図7)

病院内における他科の医師との交流は｢多い｣

○学会 出張費支給額く年間)

～5万 10一一15万 20万 30

くー3.3) (53.3) (26.7) 刀ほ.7;

○歯科医師会入会の有無

焦 井116昆 妹住人 ‡亡市誘院

(ー3.3) (40.0) く26.7) (20.0)

○他科の医師との交流

多い 普 通 少な

○地域開業医との交流

普 通 少tJい 全 くない

○開業の意志

全 くない (完r; ねからfJい

()%

図7

が26.7%,｢普通｣が66.7%と比較的スムースな

のに対し,地域開業歯科医師との交流は ｢全く

ない｣が20.0%,｢少ない｣が33.3%と消極的な

傾向にあった｡院内での他科医師との交流は前

述したように,医局の研究室が多人数部屋であ

るということが良い結果を生んでいると考えら

れた｡

(4) 開業について (図7)

将来的 に開業 の意志 を もってい る者 が

13.3%,開業の意志が全 くない者が20.0%で

あった｡それ以外の66.7%,すなわち過半数が

｢わからない｣という回答であった｡

4. 歯科診療について (図8)

(1) 月平均医療収入

外来と入院を合わせた,自費診療を含む,歯

科医師一人当りの月平均医療収入は20-30万点

未満が一番多く46.2%を占め,20-40万点未満

が全体の77.0%であった｡全医療収入の中で自

費診療の占める割合は0-25%とさまざまで

あった｡杵測ら1),菅田ら2)の報告では収支バラ

ンスはどちらかといえば赤字であるとする回答

が多いとしているが,歯科の診療体系からみて,

○歯科医師1人当り月平均医療収入
(保険点数に換算)

五万I 28-38万点禾薫 Ⅹトー40万点未糞 一0万貞一

○新患のwaitingsystemの有無

育く2-3ケ月〉(23.り 簾

○非緊急の予約外患着く再来)の取扱い

市子的 当日伝Setf餐

く )%

図8
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常勤歯科医師数がある人数を越えると一人当り

のユニット稼働台数およびコデンタルスタッフ

の数が減少し,医療収入の低下を招 くことも考

えられる｡

(2) 新患,急患の取 り扱い

緊急を要さない場合の新患のWaitingsystem

の有無については23.1%の施設で ｢有 り｣とし

ており,その期間は8-12週間であった｡また,

緊急を要さない予約外再来患者の取 り扱いにつ

いては,過半数の施設で何らかの形で当日中に

診療を行っていた｡

5.病院歯科の存在意義と当協議会への要望

存在意義については記述式で複数回答を得た

が,それらを要約すると以下の4点に集約され

た｡

･他科と連携した有病者,高齢者,障害者の

歯科医療

･地域基幹病院として大学病院に準じた高度

専門医療

･開業医との交流を強化し,開かれた施設

･研究,営利 目的でなく,純粋に患者サイド

に立った医療

また,同様に記述式で回答してもらった

当協議会への要望を要約すると以下の3点

に集約された｡

･会の一員,また病院歯科医としての自覚向

上のための検討会の企画

･症例検討会,討論会などの開催

･救急患者に対する病院間の連絡網の確立

結 語

厚生省健康政策局総務課編の病院要覧1992年

版3)および歯科統計資料集1991,1992年版4)から

算出すると,平成 2年10月1日現在で,10096の

病院があり,その18.5%に当る1871の病院に歯

科が併設されている｡今後の機能分担が必要な

歯科界において一つの勢力を担 うであろう病院

歯科も現在のところ一般的に認められた存在と

は言い難い｡また,それぞれの病院内において

も厳しい現況におかれていることは論をまたな

い｡このような状況を少しでも改善できること

を願い,われわれは平成元年,新潟県中越地区

病院歯科協議会を発足させた｡この気運が全国

的に拡大し,病院歯科の地位の向上が図られる

ことを強 く希望する次第である｡

本論文の要旨は第31回日本口腔外科学会北日本

地方会 (平成 5年 4月16日,福島)において発

表した｡
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Abstract

lnordertostudythefutureprospectofdentalsectionsingeneralhospitals,qustionnaires

weresentto17dentistsof14hospitalswhowerethemembersoftheSocietyofHospital

DentistryintheChuetsuareaofNiigataprefecturethatwasestablishedin1989.They

consistedof32questionsontheoutlineofhospital(numberofdepartments,beds,staff

members,patientsetc),theoutlineofdentalsection(numberofdentistsandotherstaff,dental

units,patientsetc),thepersonalbackgroundofdentists(curriculumvitae,annualincome,

academicandsocialactivitiesetc),thedetailsofdentalserviceandthefutureprospectof

HospitalDentistryandtheSociety.Fifteen(88%)questionnaireswerereturnedwithanswers

availableforanalysis.Dentalsectionswereinstitutedinrelativelylarge,well-equippedhospi-

tals.Eachsectionhad4.6personsasdentalstaffonavarage,andmanyofpatientstreatedhad

avarietyofsystemicdiseases.Mostofdentistswereinthefourthdecadeoflifemajoringin

conservativedentistry(operativedentistry,endodonticsandperiodontology).Seventyseven

percentofthemwerescoring200-400thousandpointspermonthfortheirdentalservices.
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